
会場　　加住市民センター

日時　令和６年（2024年）１２月１４日（土）
　　　　１４時３０分～１６時００分

発言者　７名　　　参加者　14名

No 参加者発言要旨 市長発言要旨

1

今後、八王子の住みよい環境、まちづくりを広くアピールするた
めにも、八王子市公園マップ令和7年度版は、前年からの増
刷、配布をしてほしい。
また、八王子市の保有資産である、900の公園の有効活用に
ついて、考えを聞きたい。

増刷について、市民の皆様方が望むものであれば、必要な
サービスとして届けたい。
しかし、一方で、八王子市はカーボンニュートラルにつながる
よう、紙はできるだけ減らし、デジタル技術を活用いただく取
組をしている。
市民の方々にご不便をおかけしないような取組を進めてい
きたい。

2

歩きスマホ防止条例を制定してほしい。歩きスマホをやめれ
ば、確実に犯罪は減る。
歩きスマホによるトラブル、盗撮、ひったくり、闇バイトなども、そ
の1例だと思う。

事故が起こったらどうするんだ、という危機感、問題意識を
受けとめさせていただいた。
他市の例でも、罰則がない中でどのように実効性を保ってい
くかという点で苦労している。
条例制定については、いかに実効性を保つかという点が大
きな課題になる。
条例制定について頭から否定するものではないが、事故を
未然に防ぐための実効性のある取組を進めていくかという
点で、現在取り組んでいる。

3
地球の温暖化防止について八王子市がどのように考え、事業
者に対しどのような活動をしているのかをお聞かせいただきた
い。

地球温暖化対策を強化してほしいという点は、そのとおりだ
と思う。
特に外資系企業では、事業活動に対し再生可能エネルギー
をどの程度使用しているかという点が求められている。
企業誘致のために企業を訪問すると、どの程度再生可能エ
ネルギーを使えるのかということを必ず聞かれる。
事業者に対しては、省エネ改修のための補助金や、専門家
の派遣、エコドライブについての普及啓発を行っている。

4

福祉用具を購入する際の補助金が、新品購入時しか対象にな
らない。
福祉用具について、中古品でも少し手を入れて綺麗にすれば
使えるので、それを必要な方に提供する部署を市に設置したら
いいのではないか。

中古だから駄目というのは違うと思うが、国の法令では安全
が求められている。
新品であれば事業者に製造物責任があるが、中古品の安全
性を誰がどのように担保するのかという問題がある。
どのように安全性を確保し、事故なく使用することができる
か。そのような仕組みができれば、補助金の対象になりえる
と思う。

5

生活保護を受けているが、市の職員に「生活保護の医療券が
あるので国民健康保険は脱会することになる」と言われた。
ところが、医療機関、薬局で、マイナ保険証は使えている。国民
健康保険を脱会していたら、マイナ保険証は使用できないはず
である。

以前連絡先を伺っているので、マイナ保険証等の活用につ
いて、改めて、説明させていただきたい。

市民と市長のふれあいトーク（地域開催）　開催概要
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6

いかに財源を生み出すかということが重要。市長の「稼ぐ」施策
の推進をお願いしたい。
市民が市政に参画していく、声を出していくということが非常に
重要視されると思うので、推進をお願いしたい。
町会自治会へのサポートをお願いしたい。

企業誘致に向けて、様々な事業者をまわっている。八王子に
はまだ土地もあるので、何とか企業進出ができればと取り組
んでいる。
広く意見を伺いたい、そんな思いでいる。ふれあいトークも、
出張型として、声をかけていただければ私の方から伺わせて
いただいている。
八王子の魅力の1つが、地域力、住民力だと思っている。災
害が起こったときに顔の見える関係をどのように作るかとい
うと、やはり町会自治会の活動があると思う。
町会自治会の活動に対しては、市としてもしっかり支えてい
きたい。

7

教育センターの保護者サロンを土日にも開催してほしい。
給食費無償化に伴い行っている、アレルギー等の事情がある
生徒に対する現金給付について、不登校の子どもも対象にして
ほしい。
不登校児が放課後の時間帯に「はちビバ」へ行った場合も、学
校を出席扱いにしてほしい。

保護者サロンではないが、子育て中の保護者に参考になれ
ば、という取組を土日に開催するようにしている。保護者サ
ロンについても、ご指摘をいただいたということは、しっかり
受けとめさせていただく。
不登校の子どもは一人ひとり違うのだと思っている。学校給
食センターでは、不登校の子ども達が給食だけでも食べられ
るよう受け入れを行っている。お話については、受け止めさ
せていただいた。
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